



































の副詞は、 『現代副詞用法辞典.~ (飛田良文・浅田秀子 2003)から収集した。
本研究では、 「モダリテイjは「証拠的モダリティJ r認識的モダリティJ r義務的モ
ダリテイJ三つのカテゴリーに分類される。言回匙的モダリティは、 「経験J r推測J r伝
聞J r主観」などである。認識的モダリティは、 「確実J r可能J r見込みJ r不可能J

























































































本論文は， Simon C. Dikの提唱する機能文法を分析・記述の枠組みに取りな
がら， 日本語のモダリティ副詞を考察し分析・記述したものである。

















































の枠組みでの先行研究への目配りが足りない点が挙げられる。また SimonC. Dik 
の機能文法についても，要領よく紹介されていると思うが，単なる紹介だけで
なく，もっと批判的考察，枠組み全体への提言が欲しかった。さらに， 日本語
の副詞の具体的な分析・記述に対しては，質・量においてもう少し多い方がよ
り望ましい。ただ，これらのことは，本論文の価値を失くしてしまうほどのも
のではない。
これらのことを総合的に判断し，本審査委員会は，本論文が博士(言語文化
学)の学位を与えるにふさわしい論文であると判断した。
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